
令和５年１１月１５日 
防災街づくり担当部 
建 築 安 全 課 

 

世田谷区空家等の対策の推進に関する条例の一部を改正する条例 

 
 
１ 改正理由 

「空家等対策の推進に関する特別措置法」の改正に伴い、区及び空家等の所有者等の
責務を改めるとともに、管理不全空家等に係る勧告及び緊急代執行の手続きを定め、併
せて規定の整備を図る必要があるため、「世田谷区空家等の対策の推進に関する条例」の
一部を改正する。 

 
２ 改正内容 
（１）第３条、第４条 

所有者等の責務として「空家等に関する施策への協力」について追加する。また、
所有者等に協力を求めるためにはその前段として区がその施策を実施している必要
があるため、法に合わせて、先に区の責務を規定し、そのうえで所有者等の責務を
規定する。 

（２）第１０条 
緊急代執行について規定する。 

（３）第１１条 
管理不全空家等の勧告を含め、審査会に諮問する事項を整理して規定する。 

（４）用語の整理及び改正された法律の条文を引用している個所の修正を行う。 
 
３ 施行予定日 
  規則で定める日から施行する。 
 
４ 条例改正新旧対照表 
  別紙２のとおり 
 
５ 参考 
  空家等対策の推進に関する特別措置法改正の概要 
  別紙１のとおり 

法律改正新旧対照表 
  別紙３のとおり 
 
６ 今後のスケジュール 
  令和５年１１月 第４回区議会定例会（議案提出） 
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令 和 ５ 年 ３ 月 ３ 日 

住宅局住宅総合整備課 
 

「空家等対策の推進に関する特別措置法の一部を改正する法律案」を 
閣議決定 

 
 

 

 
 

Ⅰ．背景 

近年、空き家の数は増加を続けており、今後、更に増加が見込まれる中、空き家対策の強

化が急務となっております。 

この法律案は、こうした状況を踏まえ、周囲に悪影響を及ぼす特定空家等の除却等の更な

る促進に加え、周囲に悪影響を及ぼす前の段階から空家等の有効活用や適切な管理を確保

し、空き家対策を総合的に強化するものです。 
 

Ⅱ．法律案の概要 

（１） 所有者の責務強化 

- 現行の適切な管理の努力義務に加え、国、自治体の施策に協力する努力義務を追加 

（２） 空家等の活用拡大 

 ① 空家等活用促進区域 

- 市区町村が空家等活用促進区域及び空家等活用促進指針を定めた場合に接道規制や用

途規制を合理化し、用途変更や建替え等を促進 

- 市区町村長は、区域内の空家等の所有者等に対し指針に合った活用を要請 

② 空家等管理活用支援法人 

- 市区町村長は、空家等の管理や活用に取り組む NPO 法人、社団法人等を空家等管理活

用支援法人として指定 

（３） 空家等の管理の確保  

- 市区町村長は、放置すれば特定空家等になるおそれがある空家等を管理不全空家等と

して、指導、勧告 

- 勧告を受けた管理不全空家等の敷地は固定資産税の住宅用地特例を解除 

（４） 特定空家等の除却等 

- 市区町村長に特定空家等の所有者等に対する報告徴収権を付与 

- 特定空家等に対する命令等の事前手続きを経るいとまがないときの緊急代執行制度を

創設 

- 所有者不明時の略式代執行、緊急代執行の費用徴収を円滑化 

- 市区町村長に財産管理人の選任請求権を付与 

 
 

【問い合わせ先】 

住宅局 住宅総合整備課 深田、粟津 

TEL：03-5253-8111（内線 39-373、39-353）、03-5253-8502（直通） 
 

空家等の活用拡大、管理の確保、特定空家等の除却等に総合的に取り組むための「空家等

対策の推進に関する特別措置法の一部を改正する法律案」が、本日、閣議決定されました。 
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世田谷区空家等の対策の推進に関する条例の一部を改正する条例新旧対照表 

 

改正後 改正前 

○世田谷区空家等の対策の推進に関する条例 ○世田谷区空家等の対策の推進に関する条例 

平成28年３月８日条例第19号 平成28年３月８日条例第19号 

世田谷区空家等の対策の推進に関する条例 世田谷区空家等の対策の推進に関する条例 

（目的） （目的） 

第１条 この条例は、空家等の適切な管理に関し、空家等対策の推進

に関する特別措置法（平成26年法律第127号。以下「法」という。）

に定めるもののほか、必要な事項を定めることにより、地域住民の

生命、身体又は財産を保護するとともに、その良好な生活環境の保

全を図り、もって安全で安心な地域社会の実現に寄与することを目

的とする。 

第１条 この条例は、空家等の適正な管理に関し、空家等対策の推進

に関する特別措置法（平成26年法律第127号。以下「法」という。）

に定めるもののほか、必要な事項を定めることにより、地域住民の

生命、身体又は財産を保護するとともに、その良好な生活環境の保

全を図り、もって安全で安心な地域社会の実現に寄与することを目

的とする。 

（定義） （定義） 

第２条 この条例において使用する用語の意義は、法において使用す

る用語の例による。 

第２条 この条例において使用する用語の意義は、法において使用す

る用語の例による。 

 （所有者等の責務） 

（削除） 第３条 空家等の所有者又は管理者（以下「所有者等」という。）は、

その所有し、又は管理する空家等が周辺の生活環境に悪影響を及ぼ

さないよう、常に自らの責任において当該空家等の適正な管理に努

めなければならない。 

（区の責務） （区の責務） 

第３条 区は、第１条の目的を達成するため、空家等の所有者又は管

理者（以下「所有者等」という。）による空家等の適切な管理及び活

用の促進並びに空家等の発生の予防に関し、空家等に関する対策を

総合的かつ計画的に講じるものとする。 

第４条 区は、第１条の目的を達成するため、所有者等による空家等

の適正な管理及び活用の促進並びに特定空家等の発生の予防に関

し、空家等に関する対策を総合的かつ計画的に講じるものとする。 

（所有者等の責務）  

第４条 所有者等は、その所有し、又は管理する空家等が周辺の生活

環境に悪影響を及ぼさないよう、自らの責任における当該空家等の
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改正後 改正前 

適切な管理及び区が実施する空家等に関する施策への協力に努めな

ければならない。 

（関係機関等との連携） （関係機関等との連携） 

第５条 区長は、第１条の目的を達成するため、警察、消防その他の関

係機関及び電気、ガス、水道等の事業者（以下「関係機関等」とい

う。）と連携し、協力体制を構築するよう努めなければならない。 

第５条 区長は、第１条の目的を達成するため、警察、消防その他の関

係機関及び電気、ガス、水道等の事業者（以下「関係機関等」とい

う。）と連携し、協力体制を構築するよう努めなければならない。 

（調査等） （調査等） 

第６条 区長は、居住その他の使用がなされていないことが常態であ

ると思われる建築物等を発見し、又は当該建築物等に関する情報の

提供を受けたときは、当該建築物等について法第９条第１項の規定

により必要な調査を行い、又は同条第２項の規定により当該職員若

しくはその委任した者に立入調査をさせるものとする。 

第６条 区長は、居住その他の使用がなされていないことが常態であ

ると思われる建築物等を発見し、又は当該建築物等に関する情報の

提供を受けたときは、当該建築物等について法第９条第１項の規定

により必要な調査を行い、又は同条第２項の規定により当該職員若

しくはその委任した者に立入調査をさせるものとする。 

２ 区長は、前項の規定による必要な調査を行い、又は同項の立入調

査をさせた場合において当該建築物等が特定空家等に該当すると思

われるときは、必要に応じ、当該建築物等の所有者等に対し、法第12

条の規定による空家等の適切な管理の促進に係る情報の提供又は助

言を行うものとする。 

２ 区長は、前項の規定による必要な調査を行い、又は同項の立入調

査をさせた場合において当該建築物等が特定空家等に該当すると思

われるときは、必要に応じ、当該建築物等の所有者等に対し、法第12

条の規定による空家等の適正な管理の促進に係る情報の提供又は助

言を行うものとする。 

（削除） ３ 区長は、前項の規定により情報の提供又は助言を行うときは、必

要に応じ、世田谷区空家等対策審査会条例（平成27年10月世田谷区

条例第41号）第１条に規定する世田谷区空家等対策審査会（以下「審

査会」という。）に諮問し、意見を聴くことができる。 

（空家等の所有者等に関する情報の利用等） （空家等の所有者等に関する情報の利用等） 

第７条 区長は、住民登録事務その他の事務のために利用する目的で

保有する情報であって氏名その他の空家等の所有者等に関するもの

については、この条例の施行のために必要な限度において、当該目

的以外の目的のために利用し、又は関係機関等に提供することがで

きる。 

第７条 区長は、住民登録事務その他の事務のために利用する目的で

保有する情報であって氏名その他の空家等の所有者等に関するもの

については、この条例の施行のために必要な限度において、当該目

的以外の目的のために利用し、又は関係機関等に提供することがで

きる。 

（安全代行措置） （安全代行措置） 
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改正後 改正前 

第８条 特定空家等の所有者等は、やむを得ない事情により法第22条

第１項の規定による助言又は指導に係る必要な措置を講じることが

できないときは、区長に対し、自己の負担において当該必要な措置

を代行することを依頼することができる。 

第８条 特定空家等の所有者等は、やむを得ない事情により法第14条

第１項の規定による助言又は指導に係る必要な措置を講じることが

できないときは、区長に対し、自己の負担において当該必要な措置

を代行することを依頼することができる。 

２ 区長は、前項の規定による依頼を受けた場合において必要がある

と認めるときは、同項の措置を代行することができる。 

２ 区長は、前項の規定による依頼を受けた場合において必要がある

と認めるときは、同項の措置を代行することができる。 

（削除） ３ 区長は、前項の規定により第１項の措置を代行するときは、あら

かじめ審査会に諮問し、意見を聴くものとする。 

（緊急措置） （緊急措置） 

第９条 区長は、空家等に起因する人の生命、身体又は財産に対する

危害が道路、公園その他の公共の場所において生ずるおそれがある

場合において、当該空家等の所有者等に当該危害を回避するための

措置を講じさせる時間的余裕がないと認めるときは、当該危害を回

避するための必要な措置を講じることができる。 

第９条 区長は、空家等に起因する人の生命、身体又は財産に対する

危害が道路、公園その他の公共の場所において生ずるおそれがある

場合において、当該空家等の所有者等に当該危害を回避するための

措置を講じさせる時間的余裕がないと認めるときは、当該危害を回

避するための必要な措置を講じることができる。 

（削除） ２ 区長は、前項の規定により必要な措置を講じるときは、必要に応

じ、審査会の委員の意見を聴くことができる。 

２ 区長は、前項の規定により必要な措置を講じたときは、当該措置

の内容を当該空家等の所有者等に通知するものとする。ただし、当

該空家等の所有者等を確知することができないとき又は当該所有者

等に対し通知することが困難であるときは、この限りでない。 

３ 区長は、第１項の規定により必要な措置を講じたときは、当該措

置の内容を当該空家等の所有者等に通知するものとする。ただし、

当該空家等の所有者等を確知することができないとき又は当該所有

者等に対し通知することが困難であるときは、この限りでない。 

３ 区長は、第１項の規定により必要な措置を講じたときは、当該措

置の内容を世田谷区空家等対策審査会条例（平成27年10月世田谷区

条例第41号）第１条に規定する世田谷区空家等対策審査会（以下「審

査会」という。）に報告するものとする。 

４ 区長は、第１項の規定により必要な措置を講じたときは、当該措

置の内容を審査会に報告するものとする。 

（緊急代執行）  

第10条 前条第２項及び第３項の規定は、法第22条第11項の規定によ

る必要な措置について準用する。 

 

 （審査会への諮問）  
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改正後 改正前 

第11条 区長は、次に掲げる場合には、あらかじめ審査会に諮問する

ものとする。 

（１）法第13条第２項の規定による勧告をするとき。 

（２）空家等が特定空家等に該当すると認めるとき。 

（３）法第22条第１項の規定による助言又は指導をするとき。 

（４）法第22条第２項の規定による勧告をするとき。 

（５）法第22条第３項の規定による命令をするとき。 

（６）法第22条第９項の規定により、義務者のなすべき行為を自ら行

い、又は第三者に行わせるとき。 

（７）法第22条第10項の規定により、必要な措置を、自ら行い、又はそ

の命じた者若しくは委任した者に行わせるとき。 

 

（８）第８条の規定により、必要な措置を代行するとき。  

（委任） （委任） 

第12条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 第10条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 附 則 

この条例は、平成28年４月１日から施行する。 この条例は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年〇月〇日条例第〇号）  

この条例は、規則で定める日から施行する。  
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そ
の
他
の
土
地
に
定
着
す
る
物
を
含

態
で
あ
る
も
の
及
び
そ
の
敷
地
（
立
木
そ
の
他
の
土
地
に
定
着
す
る
物
を
含

む
。
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
い
う
。
た
だ
し
、
国
又
は
地

む
。
）
を
い
う
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
所
有
し
、
又
は
管
理

方
公
共
団
体
が
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
も
の
を
除
く
。

す
る
も
の
を
除
く
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
国
の
責
務
）

（
空
家
等
の
所
有
者
等
の
責
務
）

第
三
条

国
は
、
空
家
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す

第
三
条

空
家
等
の
所
有
者
又
は
管
理
者
（
以
下
「
所
有
者
等
」
と
い
う
。
）

8
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る
責
務
を
有
す
る
。

は
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
空
家
等
の
適
切
な

２

国
は
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
者
が
行
う
空
家
等
に
関
す
る
取
組
の
た

管
理
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

め
に
必
要
と
な
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
そ
の
他
の
支
援
を
行
う
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
は
、
広
報
活
動
、
啓
発
活
動
そ
の
他
の
活
動
を
通
じ
て
、
空
家
等
の
適

切
な
管
理
及
び
そ
の
活
用
の
促
進
に
関
し
、
国
民
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

（
市
町
村
の
責
務
）

第
四
条

市
町
村
は
、
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成

第
四
条

市
町
村
は
、
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成

及
び
こ
れ
に
基
づ
く
空
家
等
に
関
す
る
対
策
の
実
施
そ
の
他
の
空
家
等
に
関

及
び
こ
れ
に
基
づ
く
空
家
等
に
関
す
る
対
策
の
実
施
そ
の
他
の
空
家
等
に
関

し
て
必
要
な
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
る
必
要
な
措
置
を
適
切
に
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
は
、
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
及

び
変
更
並
び
に
実
施
そ
の
他
空
家
等
に
関
し
こ
の
法
律
に
基
づ
き
市
町
村
が

講
ず
る
措
置
に
つ
い
て
、
当
該
市
町
村
に
対
す
る
情
報
の
提
供
及
び
技
術
的

な
助
言
、
市
町
村
相
互
間
の
連
絡
調
整
そ
の
他
必
要
な
援
助
を
行
う
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
空
家
等
の
所
有
者
等
の
責
務
）

第
五
条

空
家
等
の
所
有
者
又
は
管
理
者
（
以
下
「
所
有
者
等
」
と
い
う
。
）

（
新
設
）

は
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
空
家
等
の
適
切
な

管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
空
家
等
に

関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
基
本
指
針
）

（
基
本
指
針
）

第
六
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

基
本
指
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

基
本
指
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

所
有
者
等
に
よ
る
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
つ
い
て
指
針
と
な
る
べ
き

（
新
設
）

事
項

9
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四

（
略
）

三

（
略
）

３

国
土
交
通
大
臣
及
び
総
務
大
臣
は
、
基
本
指
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変

３

国
土
交
通
大
臣
及
び
総
務
大
臣
は
、
基
本
指
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変

更
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
す
る
も
の
と

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
す

す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
空
家
等
対
策
計
画
）

（
空
家
等
対
策
計
画
）

第
七
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２

空
家
等
対
策
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す

２

空
家
等
対
策
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
（
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助

六

特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
（
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
助
言

言
若
し
く
は
指
導
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
、
同
条
第
三
項
の

若
し
く
は
指
導
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
、
同
条
第
三
項
の
規

規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
条
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る

定
に
よ
る
命
令
又
は
同
条
第
九
項
若
し
く
は
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
代
執

代
執
行
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
の
特
定
空
家
等
へ
の
対
処
に
関

行
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
の
特
定
空
家
等
へ
の
対
処
に
関
す
る

す
る
事
項

事
項

七
～
九

（
略
）

七
～
九

（
略
）

３

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
は
、
次
に
掲
げ
る
区
域
内
の
区
域
で
あ
っ

（
新
設
）

て
、
当
該
区
域
内
の
空
家
等
の
数
及
び
そ
の
分
布
の
状
況
、
そ
の
活
用
の
状

況
そ
の
他
の
状
況
か
ら
み
て
当
該
区
域
に
お
け
る
経
済
的
社
会
的
活
動
の
促

進
の
た
め
に
当
該
区
域
内
の
空
家
等
及
び
空
家
等
の
跡
地
の
活
用
が
必
要
と

な
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域
（
以
下
「
空
家
等
活
用
促
進
区
域
」
と
い
う
。
）

並
び
に
当
該
空
家
等
活
用
促
進
区
域
に
お
け
る
空
家
等
及
び
空
家
等
の
跡
地

の
活
用
の
促
進
を
図
る
た
め
の
指
針
（
以
下
「
空
家
等
活
用
促
進
指
針
」
と

い
う
。
）
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
二
号

）
第
二
条
に
規
定
す
る
中
心
市
街
地

二

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五
条
第
四
項
第
八

号
に
規
定
す
る
地
域
再
生
拠
点

三

地
域
再
生
法
第
五
条
第
四
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
地
域
住
宅
団
地
再

10
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生
区
域

四

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
重
点
区
域

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
市
町
村
に
お
け
る
経
済
的
社
会
的
活

動
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
区
域
と
し
て
国
土
交
通
省
令
・
総
務

省
令
で
定
め
る
区
域

４

空
家
等
活
用
促
進
指
針
に
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も

（
新
設
）

の
と
す
る
。

一

空
家
等
活
用
促
進
区
域
に
お
け
る
空
家
等
及
び
空
家
等
の
跡
地
の
活
用

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

二

空
家
等
活
用
促
進
区
域
に
お
け
る
経
済
的
社
会
的
活
動
の
促
進
の
た
め

に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
な
空
家
等
の
種
類
及
び
当
該
空
家
等
に
つ
い
て

誘
導
す
べ
き
用
途
（
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
に
お
い
て
「
誘
導

用
途
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
項

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
空
家
等
活
用
促
進
区
域
に
お
け
る
空

家
等
及
び
空
家
等
の
跡
地
の
活
用
を
通
じ
た
経
済
的
社
会
的
活
動
の
促
進

に
関
し
必
要
な
事
項

５

空
家
等
活
用
促
進
指
針
に
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
特
例

（
新
設
）

適
用
建
築
物
（
空
家
等
活
用
促
進
区
域
内
の
空
家
等
に
該
当
す
る
建
築
物
（

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定

す
る
建
築
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は

空
家
等
の
跡
地
に
新
築
す
る
建
築
物
を
い
う
。
次
項
及
び
第
十
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
つ
い
て
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
同
法
第
四
十
三
条
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
規
定
又
は
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

同
法
第
八
十
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
の
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

た
め
の
要
件
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

前
項
の
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
建
築
基

（
新
設
）

11
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準
法
第
四
十
三
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の
要
件
（
第
九
項

及
び
第
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
「
敷
地
特
例
適
用
要
件
」
と
い
う
。
）
は

、
特
例
適
用
建
築
物
（
そ
の
敷
地
が
幅
員
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
四
メ
ー
ト

ル
未
満
の
道
（
同
法
第
四
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
に
該
当
す
る
も

の
を
除
く
。
）
に
二
メ
ー
ト
ル
以
上
接
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、

避
難
及
び
通
行
の
安
全
上
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
空
家
等
活
用
促
進
区
域
内

に
お
け
る
経
済
的
社
会
的
活
動
の
促
進
及
び
市
街
地
の
環
境
の
整
備
改
善
に

資
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
し
て
定
め
る
も

の
と
す
る
。

７

市
町
村
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
定
め
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め

（
新
設
）

、
当
該
空
家
等
活
用
促
進
区
域
内
の
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

８

市
町
村
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五

（
新
設
）

十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二

第
一
項
の
中
核
市
を
除
く
。
）
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
を
定
め
る
場

合
に
お
い
て
、
市
街
化
調
整
区
域
（
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第

百
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
街
化
調
整
区
域
を
い
う
。
第
十
八
条

第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
区
域
を
含
む
空
家
等
活
用
促
進
区
域
を
定
め

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
空
家
等
活
用
促
進
区
域
の
区
域
及
び
空
家

等
活
用
促
進
指
針
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
と
協
議
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

市
町
村
は
、
空
家
等
活
用
促
進
指
針
に
敷
地
特
例
適
用
要
件
に
関
す
る
事

（
新
設
）

項
又
は
第
五
項
の
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

建
築
基
準
法
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
の
規
定
の
た
だ
し
書

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の
要
件
（
以
下
「
用
途
特
例
適
用
要
件
」
と

い
う
。
）
に
関
す
る
事
項
を
記
載
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
事
項

に
つ
い
て
、
当
該
空
家
等
活
用
促
進
区
域
内
の
建
築
物
に
つ
い
て
建
築
基
準

法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
又
は
同
法
第
四
十
八
条

第
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八
十
七
条
第
二
項

又
は
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い

12
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て
同
じ
。
）
の
規
定
の
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
権
限
を
有
す
る
特

定
行
政
庁
（
同
法
第
二
条
第
三
十
五
号
に
規
定
す
る
特
定
行
政
庁
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
協
議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
用
途
特
例
適
用
要
件
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
当
該
特
定
行
政
庁
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
項
の
規
定
に
よ
り
用
途
特
例
適
用
要
件
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
協
議

（
新
設
）

10
を
受
け
た
特
定
行
政
庁
は
、
特
例
適
用
建
築
物
を
用
途
特
例
適
用
要
件
に
適

合
す
る
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
空
家
等
活
用
促
進
区
域
に
お
け
る
経
済
的
社

会
的
活
動
の
促
進
の
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、
同
項
の
同
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

空
家
等
対
策
計
画
（
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
た
も
の
に
限

（
新
設
）

11
る
。
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
都

市
計
画
法
第
六
条
の
二
の
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

及
び
同
法
第
十
八
条
の
二
の
市
町
村
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

と
の
調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
町
村
は
、
空
家
等
対
策
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を

３

市
町
村
は
、
空
家
等
対
策
計
画
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は

12
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
町
村
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
及
び
実

４

市
町
村
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
及
び
変

13
施
に
関
し
、
情
報
の
提
供
、
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
必
要
な
援
助
を
求
め
る

更
並
び
に
実
施
に
関
し
、
情
報
の
提
供
、
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
必
要
な
援

こ
と
が
で
き
る
。

助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
空
家
等
対
策
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

（
新
設
）

14
準
用
す
る
。

第
八
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

（
都
道
府
県
に
よ
る
援
助
）

（
削
る
）

第
八
条

都
道
府
県
知
事
は
、
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
及
び
変
更
並
び
に
実

施
そ
の
他
空
家
等
に
関
し
こ
の
法
律
に
基
づ
き
市
町
村
が
講
ず
る
措
置
に
つ

い
て
、
当
該
市
町
村
に
対
す
る
情
報
の
提
供
及
び
技
術
的
な
助
言
、
市
町
村

相
互
間
の
連
絡
調
整
そ
の
他
必
要
な
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

13
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な
い
。

第
二
章

空
家
等
の
調
査

（
新
設
）

（
立
入
調
査
等
）

（
立
入
調
査
等
）

第
九
条

（
略
）

第
九
条

（
略
）

２

市
町
村
長
は
、
第
二
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
施
行
に

２

市
町
村
長
は
、
第
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
の
施
行
に
必

必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
空
家
等
の
所
有
者
等
に
対
し
、
当
該
空
家
等
に
関

要
な
限
度
に
お
い
て
、
当
該
職
員
又
は
そ
の
委
任
し
た
者
に
、
空
家
等
と
認

す
る
事
項
に
関
し
報
告
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
若
し
く
は
そ
の
委
任
し
た
者

め
ら
れ
る
場
所
に
立
ち
入
っ
て
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
、
空
家
等
と
認
め
ら
れ
る
場
所
に
立
ち
入
っ
て
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
空
家
等
の
所
有
者
等
に
関
す
る
情
報
の
利
用
等
）

（
空
家
等
の
所
有
者
等
に
関
す
る
情
報
の
利
用
等
）

第
十
条

（
略
）

第
十
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
町
村
長
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
た
め

３

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
市
町
村
長
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
た
め

に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
の
長
、
空
家
等
に
工
作

に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
関
係
す
る
地
方
公
共
団
体
の
長
そ
の
他
の
者
に
対

物
を
設
置
し
て
い
る
者
そ
の
他
の
者
に
対
し
て
、
空
家
等
の
所
有
者
等
の
把

し
て
、
空
家
等
の
所
有
者
等
の
把
握
に
関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る

握
に
関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

（
空
家
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
等
）

（
空
家
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
等
）

第
十
一
条

市
町
村
は
、
空
家
等
（
建
築
物
を
販
売
し
、
又
は
賃
貸
す
る
事
業

第
十
一
条

市
町
村
は
、
空
家
等
（
建
築
物
を
販
売
し
、
又
は
賃
貸
す
る
事
業

を
行
う
者
が
販
売
し
、
又
は
賃
貸
す
る
た
め
に
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
も

を
行
う
者
が
販
売
し
、
又
は
賃
貸
す
る
た
め
に
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
も

の
（
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
適
切
に
管
理
さ
れ
て

の
（
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
る
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
第
十
五
条
に
お

い
る
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
以
下
第
十
三
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）

い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
そ
の
他
空
家
等
に
関
す
る

に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
そ
の
他
空
家
等
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を

正
確
な
情
報
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の

把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

と
す
る
。

14
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第
三
章

空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
係
る
措
置

（
新
設
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

（
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
家
等
の
所
有
者
等
に
対
す
る
措
置
）

第
十
三
条

市
町
村
長
は
、
空
家
等
が
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

（
新
設
）

に
よ
り
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
特
定
空
家
等
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
お
そ

れ
の
あ
る
状
態
に
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
空
家
等
（
以
下
「
管
理
不
全
空
家
等
」
と
い
う
。
）
の
所
有
者
等
に
対
し

、
基
本
指
針
（
第
六
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
部
分
に
限
る

。
）
に
即
し
、
当
該
管
理
不
全
空
家
等
が
特
定
空
家
等
に
該
当
す
る
こ
と
と

な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
指
導
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
導
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
な
お

当
該
管
理
不
全
空
家
等
の
状
態
が
改
善
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
特

定
空
家
等
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
大
き
い
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
指
導
を
し
た
者
に
対
し
、
修
繕
、
立
木
竹
の
伐
採
そ
の
他
の
当
該
管
理

不
全
空
家
等
が
特
定
空
家
等
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た

め
に
必
要
な
具
体
的
な
措
置
に
つ
い
て
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
空
家
等
の
管
理
に
関
す
る
民
法
の
特
例
）

第
十
四
条

市
町
村
長
は
、
空
家
等
に
つ
き
、
そ
の
適
切
な
管
理
の
た
め
特
に

（
新
設
）

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
に
対
し
、
民
法
（
明
治
二
十

九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同

法
第
九
百
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
相
続
財
産
の
清
算
人
の
選
任
の

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
は
、
空
家
等
（
敷
地
を
除
く
。
）
に
つ
き
、
そ
の
適
切
な
管
理

の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
方
裁
判
所
に
対
し
、
民
法

第
二
百
六
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

15



- 9 -

３

市
町
村
長
は
、
管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等
に
つ
き
、
そ
の
適
切

な
管
理
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
方
裁
判
所
に
対
し

、
民
法
第
二
百
六
十
四
条
の
九
第
一
項
又
は
第
二
百
六
十
四
条
の
十
四
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
章

空
家
等
の
活
用
に
係
る
措
置

（
新
設
）

第
十
五
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

（
空
家
等
の
活
用
に
関
す
る
計
画
作
成
市
町
村
の
要
請
等
）

第
十
六
条

空
家
等
対
策
計
画
を
作
成
し
た
市
町
村
（
以
下
「
計
画
作
成
市
町

（
新
設
）

村
」
と
い
う
。
）
の
長
は
、
空
家
等
活
用
促
進
区
域
内
の
空
家
等
（
第
七
条

第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
空
家
等
の
種
類
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
空
家
等
活
用
促
進
区
域
内

の
経
済
的
社
会
的
活
動
の
促
進
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
空
家
等
の
所
有
者
等
に
対
し
、
当
該
空
家
等
に
つ
い
て
空
家
等
活
用
促

進
指
針
に
定
め
ら
れ
た
誘
導
用
途
に
供
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

計
画
作
成
市
町
村
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
し
た
場
合
に
お

い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
要
請
を
受
け
た
空
家
等
の
所

有
者
等
に
対
し
、
当
該
空
家
等
に
関
す
る
権
利
の
処
分
に
つ
い
て
の
あ
っ
せ

ん
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
建
築
基
準
法
の
特
例
）

第
十
七
条

空
家
等
対
策
計
画
（
敷
地
特
例
適
用
要
件
に
関
す
る
事
項
が
定
め

（
新
設
）

ら
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
が
第
七
条
第
十
二
項
（
同
条
第
十
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
公

表
の
日
以
後
は
、
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
例
適
用
建
築
物
に
対
す
る
建

築
基
準
法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号

中
「
、
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
「
適
合
す
る
も
の
で
」
と

16
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あ
る
の
は
「
適
合
す
る
も
の
又
は
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
七
条
第
十
二
項
（
同
条
第
十

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
空
家
等
対
策
計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
条
第
六
項
に
規

定
す
る
敷
地
特
例
適
用
要
件
に
適
合
す
る
同
項
に
規
定
す
る
特
例
適
用
建
築

物
で
」
と
す
る
。

２

空
家
等
対
策
計
画
（
用
途
特
例
適
用
要
件
に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
た

も
の
に
限
る
。
）
が
第
七
条
第
十
二
項
（
同
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
公
表
の
日

以
後
は
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
例
適
用
建
築
物
に
対
す
る
建
築
基
準

法
第
四
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
第
一
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
及
び
第
十
三
項
の
規
定
の
た
だ
し
書
の
規

定
中
「
特
定
行
政
庁
が
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
行
政
庁
が
、
」
と
、
「
認
め

、
」
と
あ
る
の
は
「
認
め
て
許
可
し
た
場
合
」
と
、
同
条
第
一
項
た
だ
し
書

中
「
公
益
上
や
む
を
得
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
七
条
第
十
二
項

（
同
条
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公

表
さ
れ
た
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
空
家
等
対
策
計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
条

第
九
項
に
規
定
す
る
用
途
特
例
適
用
要
件
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例

適
用
要
件
」
と
い
う
。
）
に
適
合
す
る
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
そ
の
他
公

益
上
や
む
を
得
な
い
」
と
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
及
び
第
十
三

項
の
規
定
の
た
だ
し
書
の
規
定
中
「
公
益
上
や
む
を
得
な
い
」
と
あ
る
の
は

「
特
例
適
用
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
て
許
可
し
た
場
合
そ
の
他
公
益
上
や

む
を
得
な
い
」
と
、
同
条
第
十
二
項
た
だ
し
書
中
「
特
定
行
政
庁
が
」
と
あ

る
の
は
「
特
定
行
政
庁
が
、
特
例
適
用
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
て
許
可
し

た
場
合
そ
の
他
」
と
す
る
。

（
空
家
等
の
活
用
の
促
進
に
つ
い
て
の
配
慮
）

第
十
八
条

都
道
府
県
知
事
は
、
第
七
条
第
十
二
項
（
同
条
第
十
四
項
に
お
い

（
新
設
）

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
空
家
等
対
策
計

17
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画
に
記
載
さ
れ
た
空
家
等
活
用
促
進
区
域
（
市
街
化
調
整
区
域
に
該
当
す
る

区
域
に
限
る
。
）
内
の
空
家
等
に
該
当
す
る
建
築
物
（
都
市
計
画
法
第
四
条

第
十
項
に
規
定
す
る
建
築
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

つ
い
て
、
当
該
建
築
物
を
誘
導
用
途
に
供
す
る
た
め
同
法
第
四
十
二
条
第
一

項
た
だ
し
書
又
は
第
四
十
三
条
第
一
項
の
許
可
（
い
ず
れ
も
当
該
建
築
物
の

用
途
の
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
第
七
条
第

八
項
の
協
議
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
該
建
築
物
の
誘
導
用
途
と
し
て
の
活
用

の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
の
行
政
機
関
の
長
又
は
都
道
府
県
知
事

は
、
同
項
に
規
定
す
る
空
家
等
対
策
計
画
に
記
載
さ
れ
た
空
家
等
活
用
促
進

区
域
内
の
空
家
等
に
つ
い
て
、
当
該
空
家
等
を
誘
導
用
途
に
供
す
る
た
め
農

地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に

よ
る
許
可
そ
の
他
の
処
分
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
空
家
等
の
活
用
の

促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
住
宅
供
給
公
社
の
業
務
の
特
例
）

第
十
九
条

地
方
住
宅
供
給
公
社
は
、
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
（
昭
和
四
十
年

（
新
設
）

法
律
第
百
二
十
四
号
）
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
空
家
等
活

用
促
進
区
域
内
に
お
い
て
、
計
画
作
成
市
町
村
か
ら
の
委
託
に
基
づ
き
、
空

家
等
の
活
用
の
た
め
に
行
う
改
修
、
当
該
改
修
後
の
空
家
等
の
賃
貸
そ
の
他

の
空
家
等
の
活
用
に
関
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
住
宅
供
給
公
社
が
同
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行

う
場
合
に
お
け
る
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
第
四
十
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
業
務
」
と
あ
る
の
は

、
「
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
業
務
及
び
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規

定
す
る
業
務
」
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
の
行
う
調
査
等
業
務
）

第
二
十
条

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
は
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

（
新
設
）

18
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構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
の

ほ
か
、
計
画
作
成
市
町
村
か
ら
の
委
託
に
基
づ
き
、
空
家
等
活
用
促
進
区
域

内
に
お
け
る
空
家
等
及
び
空
家
等
の
跡
地
の
活
用
に
よ
り
地
域
に
お
け
る
経

済
的
社
会
的
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
調
査
、
調
整
及
び
技
術
の

提
供
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
行
う
援
助
）

第
二
十
一
条

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
は
、
独
立
行
政
法
人
住
宅

（
新
設
）

金
融
支
援
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
十
三
条
第
一
項
に

規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
市
町
村
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
空

家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
か
ら
の
委
託
に
基
づ
き
、
空
家
等
及
び
空
家
等
の

跡
地
の
活
用
の
促
進
に
必
要
な
資
金
の
融
通
に
関
す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他

の
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章

特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置

（
新
設
）

（
特
定
空
家
等
に
対
す
る
措
置
）

第
二
十
二
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
命
じ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
命
じ
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

10

10

、
過
失
が
な
く
て
そ
の
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
る
べ
き
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次

、
過
失
が
な
く
て
そ
の
措
置
を
命
ぜ
ら
れ
る
べ
き
者
を
確
知
す
る
こ
と
が
で

項
に
お
い
て
「
命
令
対
象
者
」
と
い
う
。
）
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

き
な
い
と
き
（
過
失
が
な
く
て
第
一
項
の
助
言
若
し
く
は
指
導
又
は
第
二
項

と
き
（
過
失
が
な
く
て
第
一
項
の
助
言
若
し
く
は
指
導
又
は
第
二
項
の
勧
告

の
勧
告
が
行
わ
れ
る
べ
き
者
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
第
三
項
に

が
行
わ
れ
る
べ
き
者
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
第
三
項
に
定
め
る

定
め
る
手
続
に
よ
り
命
令
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
を
含
む
。
）
は
、

手
続
に
よ
り
命
令
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
を
含
む
。
）
は
、
市
町
村

市
町
村
長
は
、
そ
の
者
の
負
担
に
お
い
て
、
そ
の
措
置
を
自
ら
行
い
、
又
は

長
は
、
当
該
命
令
対
象
者
の
負
担
に
お
い
て
、
そ
の
措
置
を
自
ら
行
い
、
又

そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い

場
合
に
お
い
て
は
、
相
当
の
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
措
置
を
行
う
べ
き
旨
及

て
「
措
置
実
施
者
」
と
い
う
。
）
に
そ
の
措
置
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

び
そ
の
期
限
ま
で
に
そ
の
措
置
を
行
わ
な
い
と
き
は
、
市
町
村
長
又
は
そ
の

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
市
町
村
長
は
、
そ
の
定
め
た
期
限
内
に
命
令
対

命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
が
そ
の
措
置
を
行
う
べ
き
旨
を
あ
ら
か
じ

象
者
に
お
い
て
そ
の
措
置
を
行
う
べ
き
旨
及
び
そ
の
期
限
ま
で
に
そ
の
措
置

め
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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を
行
わ
な
い
と
き
は
市
町
村
長
又
は
措
置
実
施
者
が
そ
の
措
置
を
行
い
、
当

該
措
置
に
要
し
た
費
用
を
徴
収
す
る
旨
を
、
あ
ら
か
じ
め
公
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

市
町
村
長
は
、
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
い
て
、
特
定
空
家
等
が
保

（
新
設
）

11
安
上
著
し
く
危
険
な
状
態
に
あ
る
等
当
該
特
定
空
家
等
に
関
し
緊
急
に
除
却

、
修
繕
、
立
木
竹
の
伐
採
そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
で
、
第
三
項
か
ら
第
八
項

ま
で
の
規
定
に
よ
り
当
該
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
い
と
ま
が
な
い
と
き

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
特
定
空
家
等
に
係
る
命
令
対
象

者
の
負
担
に
お
い
て
、
そ
の
措
置
を
自
ら
行
い
、
又
は
措
置
実
施
者
に
行
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
負
担
さ
せ
る
費
用
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
行
政
代

（
新
設
）

12
執
行
法
第
五
条
及
び
第
六
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

～

（
略
）

～

（
略
）

13

17

11

15

第
六
章

空
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人

（
新
設
）

（
空
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
の
指
定
）

第
二
十
三
条

市
町
村
長
は
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第

（
新
設
）

七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
一
般
社
団
法

人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
又
は
空
家
等
の
管
理
若
し
く
は
活
用
を
図
る
活

動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
会
社
で
あ
っ
て
、
次
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務

を
適
正
か
つ
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
そ
の
申

請
に
よ
り
、
空
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
（
以
下
「
支
援
法
人
」
と
い
う
。

）
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
支
援
法

人
の
名
称
又
は
商
号
、
住
所
及
び
事
務
所
又
は
営
業
所
の
所
在
地
を
公
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

支
援
法
人
は
、
そ
の
名
称
若
し
く
は
商
号
、
住
所
又
は
事
務
所
若
し
く
は

営
業
所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
市
町
村

20
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長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
届
出

に
係
る
事
項
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
支
援
法
人
の
業
務
）

第
二
十
四
条

支
援
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

空
家
等
の
所
有
者
等
そ
の
他
空
家
等
の
管
理
又
は
活
用
を
行
お
う
と
す

る
者
に
対
し
、
当
該
空
家
等
の
管
理
又
は
活
用
の
方
法
に
関
す
る
情
報
の

提
供
又
は
相
談
そ
の
他
の
当
該
空
家
等
の
適
切
な
管
理
又
は
そ
の
活
用
を

図
る
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
。

二

委
託
に
基
づ
き
、
定
期
的
な
空
家
等
の
状
態
の
確
認
、
空
家
等
の
活
用

の
た
め
に
行
う
改
修
そ
の
他
の
空
家
等
の
管
理
又
は
活
用
の
た
め
必
要
な

事
業
又
は
事
務
を
行
う
こ
と
。

三

委
託
に
基
づ
き
、
空
家
等
の
所
有
者
等
の
探
索
を
行
う
こ
と
。

四

空
家
等
の
管
理
又
は
活
用
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
。

五

空
家
等
の
管
理
又
は
活
用
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
。

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
空
家
等
の
管
理
又
は
活
用
を
図
る
た

め
に
必
要
な
事
業
又
は
事
務
を
行
う
こ
と
。

（
監
督
等
）

第
二
十
五
条

市
町
村
長
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な

（
新
設
）

実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
支
援
法
人
に
対
し

、
そ
の
業
務
に
関
し
報
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
は
、
支
援
法
人
が
前
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
適
正
か
つ
確
実

に
実
施
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
支
援
法
人
に
対
し
、
そ
の
業
務
の

運
営
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

市
町
村
長
は
、
支
援
法
人
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き

は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る

。
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４

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の

旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
情
報
の
提
供
等
）

第
二
十
六
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
支
援
法
人
に
対
し
、
そ
の
業
務
の

（
新
設
）

実
施
に
関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
又
は
指
導
若
し
く
は
助
言
を
す
る
も
の
と

す
る
。

２

市
町
村
長
は
、
支
援
法
人
か
ら
そ
の
業
務
の
遂
行
の
た
め
空
家
等
の
所
有

者
等
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
空
家
等
の
所
有
者
等
に
関
す
る
情
報
（

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
所
有
者
等
関
連
情
報
」
と
い
う
。
）
の

提
供
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
空
家
等
の
所
有
者
等
の
探
索
に
必
要

な
限
度
で
、
当
該
支
援
法
人
に
対
し
、
所
有
者
等
関
連
情
報
を
提
供
す
る
も

の
と
す
る
。

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
長
は
、
支
援
法
人
に
対
し
所
有
者
等
関

連
情
報
を
提
供
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
所
有
者
等
関
連
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
本
人
（
当
該
所
有
者
等
関
連
情
報
に
よ
っ
て
識
別

さ
れ
る
特
定
の
個
人
を
い
う
。
）
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
同
意
は
、
そ
の
所
在
が
判
明
し
て
い
る
者
に
対
し
て
求
め
れ
ば
足

り
る
。

（
支
援
法
人
に
よ
る
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
等
の
提
案
）

第
二
十
七
条

支
援
法
人
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

（
新
設
）

る
と
き
は
、
市
町
村
に
対
し
、
国
土
交
通
省
令
・
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
又
は
変
更
を
す
る
こ
と
を
提
案
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
基
本
指
針
に
即
し
て
、
当
該
提

案
に
係
る
空
家
等
対
策
計
画
の
素
案
を
作
成
し
て
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
提
案
を
受
け
た
市
町
村
は
、
当
該
提
案
に
基
づ
き
空

家
等
対
策
計
画
の
作
成
又
は
変
更
を
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、

当
該
提
案
を
し
た
支
援
法
人
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

22
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て
、
空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
又
は
変
更
を
し
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
は
、

そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
市
町
村
長
へ
の
要
請
）

第
二
十
八
条

支
援
法
人
は
、
空
家
等
、
管
理
不
全
空
家
等
又
は
特
定
空
家
等

（
新
設
）

に
つ
き
、
そ
の
適
切
な
管
理
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

市
町
村
長
に
対
し
、
第
十
四
条
各
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
す
る
よ
う
要
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
四
条
各
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
す
る

も
の
と
す
る
。

３

市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

第
十
四
条
各
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
す
る
必
要
が
な
い
と
判
断
し
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
、
当
該
要
請
を
し
た
支
援
法
人

に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
章

雑
則

（
新
設
）

（
財
政
上
の
措
置
及
び
税
制
上
の
措
置
等
）

第
二
十
九
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

第
八
章

罰
則

（
新
設
）

（
過
料
）

第
三
十
条

第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
長
の
命
令
に
違
反
し

第
十
六
条

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
長
の
命
令
に
違
反
し
た

た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

２

第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を

２

第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し

し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避

た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

し
た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。
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○

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特
例
）

（
住
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特
例
）

第
三
百
四
十
九
条
の
三
の
二

専
ら
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
又
は
そ
の

第
三
百
四
十
九
条
の
三
の
二

専
ら
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
又
は
そ
の

一
部
を
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
敷
地
の
用

一
部
を
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
敷
地
の
用

に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
で
政
令
で
定
め
る
も
の
（
前
条
（
第
十
一
項
を
除
く

に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
で
政
令
で
定
め
る
も
の
（
前
条
（
第
十
一
項
を
除
く

。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
並
び
に
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

。
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
及
び
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
三
条
第
二
項
の

別
措
置
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規

規
定
に
よ
り
所
有
者
等
（
同
法
第
五
条
に
規
定
す
る
所
有
者
等
を
い
う
。
以

定
に
よ
り
所
有
者
等
（
同
法
第
三
条
に
規
定
す
る
所
有
者
等
を
い
う
。
）
に

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
勧
告
が
さ
れ
た
同
法
第
十
三
条
第
一

対
し
勧
告
が
さ
れ
た
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
空
家
等
の
敷
地

項
に
規
定
す
る
管
理
不
全
空
家
等
及
び
同
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
第
一
項
、
第
三

よ
り
所
有
者
等
に
対
し
勧
告
が
さ
れ
た
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特

百
五
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三
百
八
十
四
条
に
お
い
て

定
空
家
等
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
、
次

「
住
宅
用
地
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は

条
第
一
項
、
第
三
百
五
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三
百
八

、
第
三
百
四
十
九
条
及
び
前
条
第
十
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
住

十
四
条
に
お
い
て
「
住
宅
用
地
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産

宅
用
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
三
分
の
一
の

税
の
課
税
標
準
は
、
第
三
百
四
十
九
条
及
び
前
条
第
十
一
項
の
規
定
に
か
か

額
と
す
る
。

わ
ら
ず
、
当
該
住
宅
用
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価

格
の
三
分
の
一
の
額
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

25
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〇

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
十
一
条

（
略
）

第
十
一
条

（
略
）

２

機
構
は
、
前
項
の
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

２

機
構
は
、
前
項
の
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

九

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

（
新
設
）

百
二
十
七
号
）
第
二
十
条
に
規
定
す
る
業
務

十

（
略
）

九

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

26
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○

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
二
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
八
条
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
業
務
の
範
囲
）

（
業
務
の
範
囲
）

第
十
三
条

機
構
は
、
第
四
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う

第
十
三
条

機
構
は
、
第
四
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う

。

。

一
～
十

（
略
）

一
～
十

（
略
）

十
一

機
構
が
第
一
号
の
業
務
に
よ
り
譲
り
受
け
る
貸
付
債
権
に
係
る
貸
付

十
一

機
構
が
第
一
号
の
業
務
に
よ
り
譲
り
受
け
る
貸
付
債
権
に
係
る
貸
付

け
を
受
け
た
者
若
し
く
は
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
若
し
く
は
前
号
若
し

け
を
受
け
た
者
若
し
く
は
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
若
し
く
は
前
号
若
し

く
は
次
項
第
三
号
若
し
く
は
第
六
号
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
を
受
け
た
者

く
は
次
項
第
二
号
若
し
く
は
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
を
受
け
た
者

と
あ
ら
か
じ
め
契
約
を
締
結
し
て
、
そ
の
者
が
死
亡
し
た
場
合
（
重
度
障

と
あ
ら
か
じ
め
契
約
を
締
結
し
て
、
そ
の
者
が
死
亡
し
た
場
合
（
重
度
障

害
の
状
態
と
な
っ
た
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
支
払
わ
れ
る
生
命

害
の
状
態
と
な
っ
た
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
支
払
わ
れ
る
生
命

保
険
の
保
険
金
若
し
く
は
生
命
共
済
の
共
済
金
（
以
下
「
保
険
金
等
」
と

保
険
の
保
険
金
若
し
く
は
生
命
共
済
の
共
済
金
（
以
下
「
保
険
金
等
」
と

い
う
。
）
を
当
該
貸
付
け
に
係
る
債
務
の
弁
済
に
充
当
し
、
又
は
沖
縄
振

い
う
。
）
を
当
該
貸
付
け
に
係
る
債
務
の
弁
済
に
充
当
し
、
又
は
沖
縄
振

興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
十
九
条
第

興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
三
十
一
号
）
第
十
九
条
第

一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
を
受
け
た
者
と
あ
ら
か
じ
め
契
約
を

一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
を
受
け
た
者
と
あ
ら
か
じ
め
契
約
を

締
結
し
て
、
そ
の
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
保
険
金
等
に
よ
り

締
結
し
て
、
そ
の
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
支
払
わ
れ
る
保
険
金
等
に
よ
り

当
該
貸
付
け
に
係
る
債
務
を
弁
済
す
る
こ
と
。

当
該
貸
付
け
に
係
る
債
務
を
弁
済
す
る
こ
と
。

十
二

（
略
）

十
二

（
略
）

２

機
構
は
、
前
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
の
業
務
を
行
う
。

２

機
構
は
、
前
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
の
業
務
を
行
う
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

（
新
設
）

百
二
十
七
号
）
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
援
助

を
行
う
こ
と
。

三
～
八

（
略
）

二
～
七

（
略
）

（
区
分
経
理
）

（
区
分
経
理
）

第
十
七
条

機
構
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
ご
と
に
経
理
を
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ

第
十
七
条

機
構
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
ご
と
に
経
理
を
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ

27
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勘
定
を
設
け
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

勘
定
を
設
け
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
の
業
務
（
特
定
貸
付
債
権
に
係
る
も
の
を
除

二

第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
の
業
務
（
特
定
貸
付
債
権
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）
及
び
同
条
第
二
項
第
五
号
の
業
務
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業

く
。
）
及
び
同
条
第
二
項
第
四
号
の
業
務
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業

務

務

三

第
十
三
条
第
二
項
第
六
号
の
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務

三

第
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務

四

（
略
）

四

（
略
）

（
長
期
借
入
金
及
び
住
宅
金
融
支
援
機
構
債
券
等
）

（
長
期
借
入
金
及
び
住
宅
金
融
支
援
機
構
債
券
等
）

第
十
九
条

機
構
は
、
第
十
三
条
第
一
項
（
第
四
号
及
び
第
十
二
号
を
除
く
。

第
十
九
条

機
構
は
、
第
十
三
条
第
一
項
（
第
四
号
及
び
第
十
二
号
を
除
く
。

）
及
び
第
二
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
業
務
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る

）
及
び
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
業
務
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る

た
め
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
長
期
借
入
金
を
し
、
又
は
住
宅
金
融

た
め
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
長
期
借
入
金
を
し
、
又
は
住
宅
金
融

支
援
機
構
債
券
（
以
下
「
機
構
債
券
」
と
い
う
。
）
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

支
援
機
構
債
券
（
以
下
「
機
構
債
券
」
と
い
う
。
）
を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

機
構
は
、
第
十
三
条
第
二
項
第
六
号
の
業
務
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た

３

機
構
は
、
第
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
業
務
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た

め
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
第
六
条
第
一

め
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
第
六
条
第
一

項
に
規
定
す
る
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
契
約
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
勤

項
に
規
定
す
る
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
契
約
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
勤

労
者
財
産
形
成
年
金
貯
蓄
契
約
又
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
勤
労
者
財
産

労
者
財
産
形
成
年
金
貯
蓄
契
約
又
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
勤
労
者
財
産

形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
を
締
結
し
た
同
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
金
融
機

形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
を
締
結
し
た
同
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
金
融
機

関
等
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
生
命
保
険
会
社
等
及
び
同
項
第
二
号
の
二

関
等
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
生
命
保
険
会
社
等
及
び
同
項
第
二
号
の
二

に
規
定
す
る
損
害
保
険
会
社
が
引
き
受
け
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
住
宅
金
融

に
規
定
す
る
損
害
保
険
会
社
が
引
き
受
け
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
住
宅
金
融

支
援
機
構
財
形
住
宅
債
券
（
以
下
「
財
形
住
宅
債
券
」
と
い
う
。
）
を
発
行

支
援
機
構
財
形
住
宅
債
券
（
以
下
「
財
形
住
宅
債
券
」
と
い
う
。
）
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

６

機
構
は
、
第
十
三
条
第
二
項
第
六
号
の
業
務
に
係
る
長
期
借
入
金
の
借
入

６

機
構
は
、
第
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
業
務
に
係
る
長
期
借
入
金
の
借
入

れ
に
関
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
主
務
省
令
で
定
め
る
金
融
機
関
に
、

れ
に
関
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
主
務
省
令
で
定
め
る
金
融
機
関
に
、

機
構
債
券
又
は
財
形
住
宅
債
券
の
発
行
に
関
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を

機
構
債
券
又
は
財
形
住
宅
債
券
の
発
行
に
関
す
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を

本
邦
又
は
外
国
の
銀
行
、
信
託
会
社
又
は
金
融
商
品
取
引
業
（
金
融
商
品
取

本
邦
又
は
外
国
の
銀
行
、
信
託
会
社
又
は
金
融
商
品
取
引
業
（
金
融
商
品
取

引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
金

引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
金

28
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融
商
品
取
引
業
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
者
に
委
託
す
る

融
商
品
取
引
業
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
者
に
委
託
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

７
・
８

（
略
）

７
・
８

（
略
）

（
貸
付
債
権
の
信
託
の
受
益
権
の
譲
渡
等
）

（
貸
付
債
権
の
信
託
の
受
益
権
の
譲
渡
等
）

第
二
十
二
条

機
構
は
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
債
権
譲
受
業
務
又
は

第
二
十
二
条

機
構
は
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
債
権
譲
受
業
務
又
は

第
十
三
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
第
三
号
若
し

第
十
三
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
十
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
若
し

く
は
第
四
号
の
業
務
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た
め
、
そ
の
貸
付
債
権
に
つ

く
は
第
三
号
の
業
務
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る
た
め
、
そ
の
貸
付
債
権
に
つ

い
て
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
て
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
厚
生
労
働
大
臣
と
の
協
議
）

（
厚
生
労
働
大
臣
と
の
協
議
）

第
二
十
八
条

主
務
大
臣
は
、
第
十
三
条
第
二
項
第
六
号
の
業
務
に
関
し
、
通

第
二
十
八
条

主
務
大
臣
は
、
第
十
三
条
第
二
項
第
五
号
の
業
務
に
関
し
、
通

則
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大

則
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
認
可
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大

臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

附

則

（
業
務
の
特
例
等
）

（
業
務
の
特
例
等
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

機
構
が
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
場
合
に
は
、

６

機
構
が
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
場
合
に
は
、

第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
十
五
条
第
二
号
中
「
第
十

第
十
五
条
第
一
項
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
十
五
条
第
二
号
中
「
第
十

三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
及
び
附
則
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま

三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
及
び
附
則
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま

で
」
と
、
第
十
六
条
第
一
項
中
「
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
除
く
。
）
及

で
」
と
、
第
十
六
条
第
一
項
中
「
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
除
く
。
）
及

び
附
則
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
と
、
第
十
七
条
第
三
号
中
「
業

び
附
則
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
と
、
第
十
七
条
第
三
号
中
「
業

務
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
（
附
則
第
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項

務
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
業
務
（
附
則
第
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項

（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
業
務
で
附
則
第
十
六
条
の

（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る
業
務
で
附
則
第
十
六
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
第
十
条
第
一
項
本
文
の
規

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
第
十
条
第
一
項
本
文
の
規

定
に
よ
る
貸
付
け
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
及
び
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「

定
に
よ
る
貸
付
け
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
及
び
」
と
、
同
条
第
四
号
中
「
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掲
げ
る
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ
る
業
務
及
び
附
則
第
七
条
第
五
項
に
規

掲
げ
る
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
掲
げ
る
業
務
及
び
附
則
第
七
条
第
五
項
に
規

定
す
る
既
往
債
権
管
理
業
務
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
六
号
ま
で
」

定
す
る
既
往
債
権
管
理
業
務
」
と
、
第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
五
号
ま
で
」

と
あ
る
の
は
「
第
六
号
ま
で
並
び
に
附
則
第
七
条
第
一
項
（
第
五
号
及
び
第

と
あ
る
の
は
「
第
五
号
ま
で
並
び
に
附
則
第
七
条
第
一
項
（
第
五
号
及
び
第

六
号
を
除
く
。
）
か
ら
第
三
項
ま
で
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
と
い
う
。
）

六
号
を
除
く
。
）
か
ら
第
三
項
ま
で
」
と
、
第
二
十
一
条
中
「
と
い
う
。
）

に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
と
い
う
。
）
若
し
く
は
附
則
第
七
条
第
一
項
第
三

に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
と
い
う
。
）
若
し
く
は
附
則
第
七
条
第
一
項
第
三

号
の
業
務
に
よ
り
」
と
、
第
二
十
二
条
中
「
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
四

号
の
業
務
に
よ
り
」
と
、
第
二
十
二
条
中
「
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

号
若
し
く
は
附
則
第
七
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
若
し
く
は
第
二

号
若
し
く
は
附
則
第
七
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
三
号
若
し
く
は
第
二

項
」
と
す
る
。

項
」
と
す
る
。

７
～

（
略
）

７
～

（
略
）
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